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↗令和7年度までに｢地域の活気や魅力に対する南
部･東部地域の県民の満足度｣が県平均を上回るこ
とを目指します｡
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南部･東部の振興

政策目標(KGI)

令和7年までに南部･東部地域の人口の社会増減
をﾏｲﾅｽから脱却させます｡

目標値
目安値(b)

進捗状況
進捗率(a/b) (達成率)

指標の評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)
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南部東部振興監

担当部局等坊

政策目標(KGI)達成に向けた進捗状況

実績値(a)基準値

↗
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から脱却
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目安値(b) 進捗率(a/b) (達成率)

南部･東部地域における社会増減は1,006人の減となり､
基準値である平成25年度の1,582人減から576人､令和2
年度の1,161人減から55人改善しました｡

背景･要因等

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症拡大により､全国的に大都市圏の
人口集中を是正する動きが活発化しており､ﾜｰｹｰｼｮﾝ､ﾘ
ﾓｰﾄﾜｰｸの推進､奥大和地域の移住･定住施策を推進す
る情報発信等に取り組んできたことで､社会増減は改善し
ました｡
また､南部･東部地域の振興に関する施策実施の継続性
を担保するため､令和4年3月に｢奈良県美しい南部･東部
地域を県と市町村が協働して振興を図る条例｣を制定し
ました｡

関連する戦略目標(KPI)の進捗状況
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各ﾃｰﾏの戦略目標(KPI)達成に向けた進捗状況
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坊 25 南部･東部の振興

(124) 南部･東部の都づくり

H25年度

2.24

戦略目標(KPI)
令和7年度までに｢地域の活気や魅力に対する南
部･東部地域の県民の満足度｣が県平均を上回る
ことを目指します｡ ↗

+ 0.27

ﾎﾟｲﾝﾄ

進捗状況
進捗率(a/b)

実績値(a)
目標値

多彩な媒体を活用した広報によ
りﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの注目度が向上し
ました｡

(達成率)

人
4,610

ｽﾎﾟｰﾂ･芸術ｲﾍﾞﾝﾄの参加者等
に魅力的な構成としました｡

R3年度

21,474
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基準値
目安値(b)

+ 16,684

ｽﾎﾟｰﾂ･芸術ｲﾍﾞﾝﾄ参
加者数(南部･東部地
域)(人)

R1年度
指標の動きの要因
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↗
KPI関連指標

↗

指標の評価(基準値からの動向､直近の動き､進捗状況等)

南部･東部地域の活力や魅力に対する満足度は､平成25
年度からは0.27ﾎﾟｲﾝﾄ増加しています｡

KPI達成に向けた取組･成果

成
果
②

南部･東部地域を舞台に歩く芸術祭｢MIND TRAIL
奥大和｣をはじめ､地域の特色を活かしたｲﾍﾞﾝﾄ等
を､ｵﾝﾗｲﾝも活用して実施し､ｺﾛﾅ禍においても関
係人口創出に取り組みました｡

南部･東部地域の暮らしや文化を通じた関係人口
創出のため､旅行雑誌等への掲載､鉄道事業者と
の連携､ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟｽﾄｱの開催､動画ｺﾝﾃﾝﾂ等の活
用など､多様な魅力の発信に取り組みました｡

取
組
②

取
組
①

頻繁に南部･東部地域を訪れてもらうための仕掛
けづくりを行っています｡

南部･東部地域の魅力を多くの人に知ってもらうた
めの情報発信を行っています｡

背景･要因等

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症拡大に伴い､社会活動の一部が制
限される中で､都市部を中心に働き方や暮らし方に多くの
変化が起きており､地方への関心が高まっています｡

成
果
①

KPI達成等に
向けた課題

課題の背景･要因 課題解決のための今後の取組方針

さらなる奥大和
地域の認知拡大
及び関係人口の
創出が必要で
す｡

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症拡大に伴い､都
市部を中心に働き方や暮らし方に多
くの変化が起きており､地方への関心
が高まっています｡

南部･東部地域の持つﾎﾟﾃﾝｼｬﾙを活かし､人が集
まる｢拠点の形成｣と地域を支える｢人材の育成･
確保｣に取り組みます｡

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症拡大の影響を受けて社会
活動の一部が縮小している中でも､地域を訪れて
もらうための仕掛けづくりとともに､南部･東部地域
をより広く深く知ってもらうため､日常的な暮らしや
文化を通じた多様な魅力の発信を継続して実施し
ます｡

今年度の取組(～7月)
弘法大師の道を活用したﾄﾚｲﾙﾗﾝﾆﾝ
ｸﾞｲﾍﾞﾝﾄ｢Kobo Trail 2022｣を実施しま
した｡

県平均を
上回る

進捗状況を踏まえた課題の明確化､課題解決のための今後の取組方針
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